
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 暮らしを支えるまちづくり 

第１節 総合的・計画的なまちづくり 

１ 土地利用 

２ 市街地の整備 

 

第２節 快適で住みよいまちづくり 

１ 交通体系・公共交通の充実 

２ 道路の整備及び維持・管理 

３ 公園・緑地の整備及び維持・管理 

４ 良好な住宅・住環境づくり 

５ 景観形成 

 

第３節 活力と賑わいの産業づくり 

１ 農業の振興 

２ 商工業の振興 

３ 観光の振興 
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課

課

章 3

節 1

項 1

H30

(基準)
R1 R2 R3 R4 R5 評価

目標 112.0ha 112ha 118ha 136ha 184.8ha

実績 112.0ha 112.0ha 112ha 118ha 118ha 118ha

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

Ｂ

Ⅰ

４　今後の方向性

手段を見直す必

要性を評価

区　分 方向性区分を選択した理由及び今後の方向性

Ⅰ　現状のまま継続する

Ⅱ　一部見直し等の余地がある

Ⅲ　見直し等の余地が大きい

Ⅳ　抜本的に見直し等が必要

立地適正化計画の適切な運用を図り、持続可能なまちづくりを進める。

荒川本郷地区まちづくり方針に基づき、適切な土地利用を図る。

荒川本郷地区でのまちづくりの進捗を注視し、適切な用途地域や地区計画等の見直しを行う。

牛久阿見IC周辺地区については市街化区域の編入及び土地区画整理事業認可に向けて各種手

続きを進める。

３　施策の進捗状況

指標等の成果を

基に総合的に評

価

区　分 進捗状況区分を選択した理由

A　順調に進捗している

B　概ね目標達成に向けて進捗している

C　一部進捗に遅れが生じている

D　進捗が大幅に遅れている

用途地域の変更はされていないが、東部工業団地周辺地区の市街化調整区域の地区計画、阿見

吉原地区の地区計画変更等の見直し作業等が図れ、合理的な土地利用が進んでいる。

また、牛久阿見IC周辺地区については土地区画整理組合設立準備会が結成され、事業化に向け

た検討が進んでいる。

計画的な土地利用
の推進

都市の健全な発展と秩序ある整

備が図られ、より良い環境になっ

ています。

用途地域見直し

面積
Ｂ

荒川本郷地区や牛久阿見IC周辺地区

等、都市的土地利用への転換が進んでお

り、まちづくりの方針に適合した用途地域等

の変更をしていく必要がある。

3111

１　目指すまちの姿

計画的な土地利用が行われ、快適で住みよいまちになっています。

２　個別施策の目標達成状況

個別施策名

（施策コード）
後期の成果 指標名

基準値及び目標値 個別施策の達成状況

個別施策の課題

総合計画の

位置づけ

暮らしを支えるまちづくり

総合的・計画的なまちづくり

土地利用

令和６年度　施策評価シート
主担当課 都市計画課

副担当課



課

課

章 3

節 1

項 2

H30

(基準)
R1 R2 R3 R4 R5 評価

目標 77.5% 77.9% 78.3% 79.26% 79.59%

実績 77.5% 77.9% 77.9% 77.9% 78.3% 78.3%

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

Ｂ

Ⅱ

総合計画の

位置づけ

暮らしを支えるまちづくり

総合的・計画的なまちづくり

市街地の整備

令和６年度　施策評価シート
主担当課 都市計画課

副担当課

１　目指すまちの姿

計画的に市街地が形成され、快適で住みよい魅⼒あるまちになっています。

２　個別施策の目標達成状況

個別施策名

（施策コード）
後期の成果 指標名

基準値及び目標値 個別施策の達成状況

個別施策の課題

市街地開発と都市
施設の整備 魅力的な市街地が形成されるこ

とにより、町外からも多くの住民が

移り住むようになります。

市街化区域内の

都市計画道路整

備率

Ｂ

荒川本郷地区では近年民間主導による開発等が

進んでおり、まちづくりの新たな段階を迎えている。

更なるまちづくりを推進していくためには、計画的に

都市基盤となる都市計画道路、公園等の公共空

間、公共施設の整備を行う必要がある。

3121

３　施策の進捗状況

指標等の成果を

基に総合的に評

価

区　分 進捗状況区分を選択した理由

A　順調に進捗している

B　概ね目標達成に向けて進捗している

C　一部進捗に遅れが生じている

D　進捗が大幅に遅れている

荒川本郷地区内のまちづくりを推進するため、Iブロックの方向性を示し、公共公益施設の整備方針を

定めた。

４　今後の方向性

手段を見直す必

要性を評価

区　分 方向性区分を選択した理由及び今後の方向性

Ⅰ　現状のまま継続する

Ⅱ　一部見直し等の余地がある

Ⅲ　見直し等の余地が大きい

Ⅳ　抜本的に見直し等が必要

土地利用について、引き続き積極的な民間活力の導入と町有地の有効活用に努め、住みよいまちづ

くりを推進する。

また、土地利用の進捗を見極め、適切な地区計画等の見直しを進める。

Iブロックについては土地区画整理事業認可に向けて、事業化検討パートナーと共に事業の推進を図

る。



課

課

章 3

節 2

項 1

H30

(基準)
R1 R2 R3 R4 R5 評価

目標
10,25

0人

10,40

0人

10,75

0人

10,95

0人

11,50

0人

実績
10,15

0人/年

11,72

9人

8,693

人

9,916

人

11,30

6人

11,72

4人

目標
3,100

人

3,200

人

3,300

人

3,400

人

3,500

人

実績
3,140

人/日

3,113

人

2,493

人

2,609

人

2,799

人

2,758

人

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

Ａ

Ⅱ

４　今後の方向性

手段を見直す必

要性を評価

区　分 方向性区分を選択した理由及び今後の方向性

Ⅰ　現状のまま継続する

Ⅱ　一部見直し等の余地がある

Ⅲ　見直し等の余地が大きい

Ⅳ　抜本的に見直し等が必要

デマンドタクシーの乗り合い率向上のため、茨城大学との共同研究を実施するとともに効果を検証す

る。

デマンドタクシーの円滑な運営を図るとともに、新たな公共交通体系である東京医科大学循環バスの

有効活用を推進する。

令和4年度に策定した「阿見町地域公共交通計画」に基づき、持続可能な地域公共交通の形成に

取り組んでいく。

３　施策の進捗状況

指標等の成果を

基に総合的に評

価

区　分 進捗状況区分を選択した理由

A　順調に進捗している

B　概ね目標達成に向けて進捗している

C　一部進捗に遅れが生じている

D　進捗が大幅に遅れている

デマンドタクシー「あみまるくん」の乗降客数は増加傾向にあり目標は達成しているものの、路線バスの

減便等により乗降客数が減少しているため、地域公共交通計画に基づいた施策を展開し、利用者の

移動利便性の向上を図る。

公共交通の利用者が着々と増え

ています。

デマンドタクシー「あ

みまるくん」の乗降

客数

Ａ

公共交通機関の乗降者数を新型コロナウイ

ルス感染症の流行前と比べると、デマンドタク

シーは乗降客数は同水準に戻ってきている

が、予約が取りにくい等の意見が少なくないこ

とから、今後も利便性向上の取り組みを進め

る必要がある。

路線バスに関しては2024年問題における運

転手の問題により路線バスの減便や廃止が

されている状況である。

公共交通の利便
性向上

3211

路線バスの乗降

客数
Ｃ

１　目指すまちの姿

町内や周辺地域への移動利便性が確保され、子どもから高齢者まで、すべての町民が便利に暮らしています。

２　個別施策の目標達成状況

個別施策名

（施策コード）
後期の成果 指標名

基準値及び目標値 個別施策の達成状況

個別施策の課題

総合計画の

位置づけ

暮らしを支えるまちづくり

快適で住みよいまちづくり

交通体系・公共交通の充実

令和６年度　施策評価シート
主担当課 都市計画課

副担当課



課

課

章 3

節 2

項 2

H30

(基準)
R1 R2 R3 R4 R5 評価

目標
62.2

%

62.3

%

62.4

%

62.5

%

62.6

％

実績 62.4%
63.5

%

63.6

%

63.8

%

64.0

%

64.2

%

目標 2.0km 5.0km 8.0km 10.5km 13ｋｍ

実績 1.9km 2.3km 7.4km 11.0km 13.5km 15.6km

目標 68.1% 68.1% 68.1% 68.1% 69.7%

実績 68.1% 68.1% 68.1％ 68.1% 68.1% 68.1%

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

Ａ

Ⅱ

総合計画の

位置づけ

暮らしを支えるまちづくり

快適で住みよいまちづくり

道路の整備及び維持・管理

令和６年度　施策評価シート
主担当課 道路課

副担当課 都市整備課

１　目指すまちの姿

町民が安全で快適に道路を利用し、広域的なネットワークとの連携が強化され、

さらに交通利便性が高いまちになっています。

２　個別施策の目標達成状況

個別施策名

（施策コード）
後期の成果 指標名

基準値及び目標値 個別施策の達成状況

個別施策の課題

安全で快適な町道となっていま

す。

町道の整備の進

捗率
Ａ

町道整備は、高い費用対効果を生むために、それ

ぞれの地域の実情にあった整備方法（4m舗装or

簡易舗装等）を取り入れる柔軟性が必要である。

道路修繕は計画的に進め長寿命化及びライフサイ

クルコストの縮減を図るが、老朽化した道路施設の

大量更新時代を迎えるため、さらに道路の維持修

繕に力を入れる必要がある。他には、高齢者にも

優しいきめ細かな道路バリアフリー化や子どもの命を

守る交通安全対策の強化が求められている。これ

らの施策を進めるには、財源確保のために国の交

付金を有効に活用することが必要である。

生活道路の整備・
維持・管理

3221

道路舗装修繕延

長（5ヶ年）
Ａ

都市計画道路
の整備

都市計画道路が整備され、便利

な道路ネットワークが形成されて

います。

都市計画道路の

供用開始率
Ａ

現在整備を進めている都市計画道路寺子・飯倉

線の一部事業用地の交渉が難航しており、未取

得となっているため、暫定供用も考慮し整備を進め

る。

荒川本郷地区の計画的なまちづくりを促進するた

め、適切に都市計画道路事業を進める必要があ

る。

3222

３　施策の進捗状況

指標等の成果を

基に総合的に評

価

区　分 進捗状況区分を選択した理由

A　順調に進捗している

B　概ね目標達成に向けて進捗している

C　一部進捗に遅れが生じている

D　進捗が大幅に遅れている

町道整備の進捗率（舗装率）については、町工事も順調に進んだが、活発な民間開発等が目標値を達成した

大きな要因となった。また、道路舗装修繕延長については、単に目標値の達成だけでなく、それぞれの道路の劣化

の進行状況を修繕工事の年次計画の見直しに反映することで、適切な路線を適切な時期に修繕工事ができた。

都市計画道路寺子・飯倉線は用地の状況を踏まえ暫定開通する見通しとなった。また、荒川本郷地区新規路

線の事業も計画通り進んでいる。

４　今後の方向性

手段を見直す必

要性を評価

区　分 方向性区分を選択した理由及び今後の方向性

Ⅰ　現状のまま継続する

Ⅱ　一部見直し等の余地がある

Ⅲ　見直し等の余地が大きい

Ⅳ　抜本的に見直し等が必要

国の交付金制度や地方債制度の有効活用により財源を確保し、計画的な道路整備や道路維持補

修整備を積極的に進め、生活環境の向上や土地利用誘導を図る。

生活道路整備においては、4メートル舗装に拘らない地域の実情に合った方法（簡易舗装等）によ

り、費用対効果の高い道路整備を図る。



課

課

章 3

節 2

項 3

H30

(基準)
R1 R2 R3 R4 R5 評価

目標 7.8㎡ 7.8㎡ 7.8㎡ 7.8㎡ 7.8㎡

実績
7.7㎡/

人
7.9㎡ 8.0㎡ 7.9㎡ 7.8㎡ 7.7㎡

目標
31団

体

33団

体

34団

体

35団

体

32 団

体以上

実績 30団体
33団

体

33団

体

33団

体

36団

体

34団

体

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

Ａ

Ⅱ

４　今後の方向性

手段を見直す必

要性を評価

区　分 方向性区分を選択した理由及び今後の方向性

Ⅰ　現状のまま継続する

Ⅱ　一部見直し等の余地がある

Ⅲ　見直し等の余地が大きい

Ⅳ　抜本的に見直し等が必要

荒川本郷地区まちづくり方針に基づく公園整備計画に取り組む。

地域のニーズに合った愛着の持たれる公園としていくため、里親団体数の増加を図る。

遊具等公園施設の安全かつ適正な維持管理を行う。

３　施策の進捗状況

指標等の成果を

基に総合的に評

価

区　分 進捗状況区分を選択した理由

A　順調に進捗している

B　概ね目標達成に向けて進捗している

C　一部進捗に遅れが生じている

D　進捗が大幅に遅れている

曙街区公園は工事も完成し6月に開園することとなった。荒川本郷地区の公園整備は都市再生整

備計画に位置づけ交付金が採択され、計画に沿った整備を進める。

公園緑地の良好な環境を維持していく一つの手法として、里親制度登録団体数の更なる増加が重

要であるが、少子高齢化が進む中、ボランティア活動に対して地域の理解を得ることが困難となってき

ている。

地域住民団体等による環境美化におけるボ

ランティア活動に対し地域の理解を得て、里

親団体数の増加が求められる。

一方で、参加者が高齢化しており、活動の

維持が困難となる団体が出てきている現状

がある。

そのほか、参加者が安全に活動できるよう刈

払機の取扱安全講習会等を開催し、環境

を整える必要がある。

3232

身近な公園・緑地
の整備

町民ニーズを反映した、快適に

利⽤できる公園が⾝近に整備さ

れています。

町民一人あたりの

都市公園⾯積
Ａ

荒川本郷地区の公園整備にあたり、他事例

や制度を調査し、利⽤価値の高い公園とな

るよう研究・検討を行う。3231

公園・緑地の
維持管理 町民が快適に公園・緑地を利⽤

するとともに、公園緑地里親制

度を活⽤した管理を行って

います。

公園緑地里親制

度への登録団体

数

Ｂ

１　目指すまちの姿

公園や緑地がコミュニティ活動やスポーツ・レクリエーション、避難場所などとして

積極的に活⽤され、町⺠と⾏政が連携して維持・管理に取り組んでいます。

２　個別施策の目標達成状況

個別施策名

（施策コード）
後期の成果 指標名

基準値及び目標値 個別施策の達成状況

個別施策の課題

総合計画の

位置づけ

暮らしを支えるまちづくり

快適で住みよいまちづくり

公園・緑地の整備及び維持・管理

令和６年度　施策評価シート
主担当課 都市整備課

副担当課 都市計画課



課

課

章 3

節 2

項 4

H30

(基準)
R1 R2 R3 R4 R5 評価

目標 5地区 8地区 8地区 8地区 12 地区

実績 5地区 5地区 5地区 8地区 9地区 11地区

目標 5件 5件 5件 5件 75 件

実績 0件 3件 3件 6件 5件 21件

目標 100％ 100％ 100％ 100％ 100％

実績 100％ 100% 100% 100% 100% 100%

目標 97％
97.8

％

98.6

％

99.2

％
100％

実績 96.6%
96.4

%

95.2

%

95.3

％

93.6

%

92.2

%

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

Ｂ

Ⅲ

４　今後の方向性

手段を見直す必

要性を評価

区　分 方向性区分を選択した理由及び今後の方向性

Ⅰ　現状のまま継続する

Ⅱ　一部見直し等の余地がある

Ⅲ　見直し等の余地が大きい

Ⅳ　抜本的に見直し等が必要

町営住宅の長寿命化計画の見直しを行い、適正な大規模改修計画を策定する。

借上型公営住宅の検討を行う。

町営住宅使用料の滞納者への対策強化を図る。

３　施策の進捗状況

指標等の成果を

基に総合的に評

価

区　分 進捗状況区分を選択した理由

A　順調に進捗している

B　概ね目標達成に向けて進捗している

C　一部進捗に遅れが生じている

D　進捗が大幅に遅れている

阿見吉原地区、阿見東部地区において、地区計画を決定及び変更し、土地利用の適切な誘導が図ることがで

きた。

町営住宅の住環境維持には、長寿命化計画に基づく計画的な修繕や、住宅使用料滞納者への更なる対策強

化が必要である。

町営住宅の⼊居者が安全で快

適に生活しています。

町営住宅の修繕

率
Ａ

町営住宅全棟において小規模な破損や不

具合が発覚した場合は、早期に修繕等を実

施している。また、曙アパートについては、長

寿命化計画の見直しにより大規模改修の完

了年次を早めていく。

住宅資料料の滞納整理は定期的に実施し

ているが、今後は、公平性を保つため滞納者

へ更なる対応強化が必要である。

町営住宅の管理

3242

町営住宅使用料

収納率
Ｃ

住環境を維持・向上するための

取組みが各地区でなされていま

す。

都市計画における

地区計画決定

(変更)の地区数

Ａ

住民、企業ニーズに対応するため自然環

境、居住環境との調和を図りながら、地区の

特性に応じた細かなまちづくりのルールを地区

単位で定め、適切な土地利用を誘導する必

要がある。良好な住環境づく
り

3241

耐震診断・設計・

改修件数
Ｃ

耐震診断申込件数は目標値を達成ででき

なかった。耐震改修に繋がっていないため、町

民への周知を図り、利用促進を図る。

１　目指すまちの姿

町民が快適で安心して暮らせる住環境が整っています。

２　個別施策の目標達成状況

個別施策名

（施策コード）
後期の成果 指標名

基準値及び目標値 個別施策の達成状況

個別施策の課題

総合計画の

位置づけ

暮らしを支えるまちづくり

快適で住みよいまちづくり

良好な住宅・住環境づくり

令和６年度　施策評価シート
主担当課 都市計画課

副担当課 都市整備課



課

課

章 3

節 2

項 5

H30

(基準)
R1 R2 R3 R4 R5 評価

目標
1,900

m

1,950

m

2,000

m

2,100

m

2,200

ｍ

実績
1,805

m

1,844

m

1,862

m

1,862

m

1,898

ｍ

1,911

ｍ

目標
13団

体
- - - -

実績 12団体 終了 - - - -

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

Ｃ

Ⅲ

４　今後の方向性

手段を見直す必

要性を評価

区　分 方向性区分を選択した理由及び今後の方向性

Ⅰ　現状のまま継続する

Ⅱ　一部見直し等の余地がある

Ⅲ　見直し等の余地が大きい

Ⅳ　抜本的に見直し等が必要

魅力あるまち並みづくりの推進を図るため、助成制度の周知強化を図るとともに、景観整備計画の見

直しを検討する。

３　施策の進捗状況

指標等の成果を

基に総合的に評

価

区　分 進捗状況区分を選択した理由

A　順調に進捗している

B　概ね目標達成に向けて進捗している

C　一部進捗に遅れが生じている

D　進捗が大幅に遅れている

景観形成ガイドラインの認知度が低く、景観形成道路における景観並びに緑化の促進が停滞してい

る。制度や活用を含め景観整備計画の見直しを再検討する必要がある。

町⺠が、美しく魅力ある景観づく

りに貢献しています。

助成した生垣の総

延⻑
Ｃ

制度活用する申請件数が伸び悩んでいるた

め、事業の趣旨を多くの町⺠に周知する工

夫が必要である。
魅力あるまち
並みづくり
3251

景観形成道路清

掃等ボランティア参

加団体

総合計画策定時は、ボランティア団体による

清掃活動が行なわれていたため、目標値を

設定した。

その後、対象路線の整備が完了したため、

活動することなく事業を終了した。

１　目指すまちの姿

町⺠と⾏政が協⼒して景観づくりに取り組み、美しく魅⼒あるまちになっています。

２　個別施策の目標達成状況

個別施策名

（施策コード）
後期の成果 指標名

基準値及び目標値 個別施策の達成状況

個別施策の課題

総合計画の

位置づけ

暮らしを支えるまちづくり

快適で住みよいまちづくり

景観形成

令和6年度　施策評価シート
主担当課 都市計画課

副担当課



課

課

章 3

節 3

項 1

H30

(基準)
R1 R2 R3 R4 R5 評価

目標 86人 87人 88人 89人 90 人

実績 86人 86人 89人 84人 90人 95人

目標 12人 12人 12人 12人 12 人

実績 6人 11人 11人 11人 11人 11人

目標 12人 13人 14人 15人 16 人

実績 12人 13人 14人 17人 18人 18人

目標 12人 12人 12人 12人 12 人

実績 12人 12人 13人 13人 14人 14人

目標 328ha 329ha 329ha 340ha 340ha

実績 327ha 338ha 405ha 405ha 403ha 403ha

目標 4.0ha 4.0ha 4.0ha 4.0ha 4.0ha

実績 1.6ha／年 0.19ha 0.7ha 1.1ha 0ha 0.2ha

目標 44 47 50 53 56

実績
34

(H29)
45 45 45 45 45

目標 92％以上 92％以上 92％以上 92％以上 92％以上

実績 92.0%
93.6

％

96.2

%

98.3

％
100％

93.9

%

Ｂ

Ⅱ

４　今後の方向性

手段を見直す必

要性を評価

区　分 方向性区分を選択した理由及び今後の方向性

Ⅰ　現状のまま継続する

Ⅱ　一部見直し等の余地がある

Ⅲ　見直し等の余地が大きい

Ⅳ　抜本的に見直し等が必要

担い手の減少・農地の有効活用対策として、関係機関と連携し地域計画の策定を進めていく。この

取り組みにより農地の集積・集約化や担い手の発掘育成を推進し、農地の有効活用、産地化、農

業振興を図っていく。

３　施策の進捗状況

指標等の成果を

基に総合的に評

価

区　分 進捗状況区分を選択した理由

A　順調に進捗している

B　概ね目標達成に向けて進捗している

C　一部進捗に遅れが生じている

D　進捗が大幅に遅れている

人材確保、支援者数、規模目標ともに概ね順調に実績があげられている。

地産地消の推
進

町⺠が、地域で生産された農産

物をより多く消費し、環境負荷の

少ない生活を営んでいま

す。

学校給⾷で茨城県

産⾷材の占める割合

【2331 の再掲】
Ａ

学校給⾷の県産⾷材割合は、目標値を上

回る実績となった。町内・県内産の⾷材を活

用するよう、献立を工夫しながら今後も継続

していく。
3316

国や県の補助金が廃止されたことや、耕作

放棄される前に農地の集約を図る取り組み

が推進されたことにより、耕作放棄地解消へ

の取り組み面積は減少傾向である。
3314

環境に配慮し
た農業の推進

環境にやさしい農業と、持続性の

⾼い農業生産方式が浸透してい

ます。

特別栽培農産物

数
Ｂ

化学合成農薬や化学肥料を削減するなど、

より安全で安心な農産物や環境にやさしい

農産物を求める消費者ニーズに対応した農

業生産の拡大を図る必要がある。
3315

Ａ

耕作放棄地の活
用

耕作を放棄された農地の再生を

推進することにより、優良な農地

として有効に活用されています。

耕作放棄地再

生面積
Ｃ

農業施設の老朽化が進み、要望が増加して

いる。計画的修繕が課題である。

3313

新規就農者や農業後継者によ

り、将来の農業の担い手が確保

されています。

⻘年就農給付

金(経営開始型)支

援者数（累計）
Ａ

認定新規就農者に対し国の支援策「新規

就農者育成総合対策」を活用し支援を行

なっている。

目標値には達成しているものの、途中離農

する者もいる。
担い手の育成
3312

農業後継者等支

援者数
Ａ

生産基盤の整
備

老朽化した農業施設を修繕する

ことにより、農村環境の整備や生

産性の向上が図られています。

農地維持支払交付

金・資源向上支払

交付金対象面

積【4322 に再掲】

新たな消費者ニーズに合った取

組みを推進し、農業の振興が図

られています。

認定農業者数 Ａ

目標数には達しているが、引き続き地域ごと

の農業の担い手となる認定農業者の発掘と

支援が必要である。

農業振興支援策の
充実

3311

第六次産業認定

者数
Ｂ

加工施設の確保や商品化への熱意の醸

成、販路開拓が課題である。

１　目指すまちの姿

農業が魅⼒ある産業となり、意欲ある新規就農者や農業後継者などが増加し、活⼒ある農業が展開されています。

２　個別施策の目標達成状況

個別施策名

（施策コード）
後期の成果 指標名

基準値及び目標値 個別施策の達成状況

個別施策の課題

総合計画の

位置づけ

暮らしを支えるまちづくり

活力と賑わいの産業づくり

農業の振興

令和６年度　施策評価シート
主担当課 農業振興課

副担当課 農業委員会事務局、学校給⾷センター



課

課

章 3

節 3

項 2

H30

(基準)
R1 R2 R3 R4 R5 評価

目標
1,430

所

1,435

所

1,440

所

1,445

所

1,450

所

実績
1,450所

(H28)

1,450所

(H28)

1,450所

(H28)

1,450所

(H28)

1,450所

(H28)

1,428所

(R3)

目標
12店

舗

14店

舗

16店

舗

18店

舗

20店

舗

実績 10店舗
10店

舗
7店舗

15店

舗

19店

舗

23店

舗

目標 65% 70% 75% 80% 85%

実績 65％ 73％ 100％ 100% 100% 100%

目標
19,00

0 ⼈

19,50

0 ⼈

20,00

0 ⼈

20,50

0 ⼈

21,00

0 ⼈

実績
18,935

⼈(H28)

18,935

⼈

(H28)

18,935

⼈

(H28)

18,935

⼈

(H28)

18,935

⼈

(H28)

21,677

⼈

(R3)

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

Ｂ

Ⅱ

総合計画の

位置づけ

暮らしを支えるまちづくり

活力と賑わいの産業づくり

商工業の振興

令和６年度　施策評価シート
主担当課 商工観光課

副担当課

１　目指すまちの姿

企業にとって魅⼒ある事業環境の中で企業の投資が進み、町内企業間の活発な交流や連携により、

雇⽤の創出と地域経済の活⼒につながっています。

２　個別施策の目標達成状況

個別施策名

（施策コード）
後期の成果 指標名

基準値及び目標値 個別施策の達成状況

個別施策の課題

県企業局及び県宅地販売促進課が分譲する業

務用地への企業立地が完了し、さらなる企業支援

策の検討と立地企業へのフォローアップ強化が必要

となる。
3322

様々な産業活動が活発に⾏わ

れています。

従業員30 ⼈未

満の事業所数
Ｂ

小規模事業者の経営は、全国的な⼈口減少や

高齢化に伴い事業存続が厳しく、起業の数と廃業

の数が拮抗している。商工会とも連携し、今後の廃

業を抑え、起業を増やす仕組みが必要とされる。産業活性化の
推進
3321

新商品開発事業

に取り組んだ店舗

数

Ｂ

スウィーツフェア参加店舗では、毎年新たな商品開

発を進めており、今年度も新商品開発補助金の

活用が増えている。新商品の継続的な販売やPR

に関する支援が必要となる。

企業誘致の推
進 町内へ企業が進出し、雇用や税

収の増加につながっています。

阿⾒吉原⼟地区

画整理事業地内

分譲済割合

Ａ

雇用対策の推進
町内で働く町⺠が増えています。

事業所従業員数

（全産業）
Ｂ

町⺠の雇用状況は改善してきている一方、地元

企業の⼈材確保が困難となってきているため、就職

転職フェア等の開催による地元企業とのマッチング

が重要となる。
3323

３　施策の進捗状況

指標等の成果を

基に総合的に評

価

区　分 進捗状況区分を選択した理由

A　順調に進捗している

B　概ね目標達成に向けて進捗している

C　一部進捗に遅れが生じている

D　進捗が大幅に遅れている

従業員30⼈未満の事業所数は新型コロナウイルス等の影響もあり22所の減少となっているが、事業所従業員数

は21,677⼈と5年前と比べて2,742⼈の増加となっている。

また、阿⾒東部工業団地はすべての区画に企業が立地し、阿⾒吉原地区は業務用地がすべて完売していること

から、地域の雇用の創出と経済力の強化に繋がっている。

４　今後の方向性

手段を⾒直す必

要性を評価

区　分 方向性区分を選択した理由及び今後の方向性

Ⅰ　現状のまま継続する

Ⅱ　一部⾒直し等の余地がある

Ⅲ　⾒直し等の余地が大きい

Ⅳ　抜本的に⾒直し等が必要

6次産業化を含む新商品開発を促進するため、支援制度を積極的に周知することで、町特産品の拡

充を図る。また、更なる企業支援策等を検討し、設備投資を促すことで、地域経済の活性化を図ると

ともに、町⺠の就業や企業の⼈材確保の支援にも取り組む。



課

課

章 3

節 3

項 3

H30

(基準)
R1 R2 R3 R4 R5 評価

目標 60,000人 70,000人 80,000人 90,000人 100,000人

実績 51,128人／年 44,526人 19,512人 9,444人 35,073人 46,284人

目標 8件 8件 8件 8件 8件

実績 ７件 ７件 6件 8件 8件 8件

目標 3,400,000 人 3,500,000 人 3,600,000 人 3,700,000 人 3,800,000 人

実績 3,525,728人／年 3,397,826人 2,550,000人 2,907,500人 3,005,100人 2,956,300人

目標 19,000件 20,000 件 21,000 件 22,000 件 23,000 件

実績 18,434件／年 16,555件 21,830件 18,150件 21,903件 20,191件

目標 60人 70人 80人 90人 100 人

実績 43人／年 51人 32人 2人 80人 94

目標

実績

目標

実績

目標

実績

Ｂ

Ⅱ

４　今後の方向性

手段を見直す必

要性を評価

区　分 方向性区分を選択した理由及び今後の方向性

Ⅰ　現状のまま継続する

Ⅱ　一部見直し等の余地がある

Ⅲ　見直し等の余地が大きい

Ⅳ　抜本的に見直し等が必要

運営組織の抜本的見直しのため、観光協会の法人化を進めていく必要がある。令和7年度当初に法

人登記を行い、7年度内に収益事業の運営を開始するため、令和6年度は予算要求時期までに運

営拠点の選定、事業計画および予算計画の策定を行い、必要予算を計上する。また、定款の作成、

や法人設立に関する各種届出の準備等も進めていく必要がある。

３　施策の進捗状況

指標等の成果を

基に総合的に評

価

区　分 進捗状況区分を選択した理由

A　順調に進捗している

B　概ね目標達成に向けて進捗している

C　一部進捗に遅れが生じている

D　進捗が大幅に遅れている

新型コロナウイルス感染症の5類移行により、密にならない野外でのイベントやサイクリングへの需要が

高まっていることで、事業全般的には客足が戻ってきている。今後も国や県の動向を注視し、状況に応

じた施策を推進していく。

新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴い、客

足は戻りつつあるが、依然として入込み客数には大

きく影響している。今後も国や県の動向を注視し、

観光客の受け入れに対応していく。

観光ＰＲの推進 あみ観光協会ホー

ムページへのアクセ

ス数

Ｂ
町に存在する観光資源を活⽤・

ＰＲすることで観光振興が図ら

れています。

年間入込み客数 Ｃ

あみ観光協会ホームページのリニューアルにより、今

までよりも見やすく、読みたい項目に容易にアクセス

できるよう刷新した。また、情報発信力や相互フォ

ローによる認知度向上を図るため、各種SNSとの

連携を強化した。今後も状況に応じた施策を具体

化していく。

3332

レンタサイクル利⽤

者数
Ｂ

コロナ以降、野外でのアクティビティへの需要が高

まっていることで、徐々に客足が戻ってきている。今

後も国や県の動向を注視し、状況に応じた施策を

推進していく。

地域観光資源を活⽤したイベン

トや広域的な連携により、多くの

観光客が訪れます。

霞ケ浦周辺施設

への観光客数
Ｃ

新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴い、客

足が戻ってきており、霞ケ浦周辺の観光資源や設

置したサイクルサポートステーションを活⽤し、積極

的に誘客を図っていく。観光資源の活
用と発掘
3331 新たな地域資源

を活⽤したあみ観

光協会主催事業

数

Ａ

新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴い、客

足が戻ってきており、例年並みのイベントを開催し、

効果的なSNSとの連動を図り、情報発信力の強

化に努めた。今後も国や県の動向を注視し、状況

に応じた施策を推進していく。

１　目指すまちの姿

町内の地域資源を再認識・再評価し、町⺠が気軽に余暇を楽しむとともに、

多くの観光客が訪れるまちになっています。

２　個別施策の目標達成状況

個別施策名

（施策コード）
後期の成果 指標名

基準値及び目標値 個別施策の達成状況

個別施策の課題

総合計画の

位置づけ

暮らしを支えるまちづくり

活力と賑わいの産業づくり

観光の振興

令和６年度　施策評価シート
主担当課 商工観光課

副担当課 政策企画課、都市整備課、予科練平和記念館、生涯学習課


